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 通常、沖縄では夏実は 4 月から 8 月に収穫，出荷される。奄美諸島では、沖縄諸島より
気温が 2℃ほど低いため秋実が 9 月〜 11 月に収穫される。そのため夏実に比べて秋実は小
ぶりである。品種や販売時期によって販売価格に違いはあるが、沖縄産になるとスーパー
で売られているフィリピン産の倍以上の値をはる。個人宅配の場合はハワイ種 2〜 3 玉（約
3 ㎏）で 3,000 円前後が相場である．  





 2013 年現在、石垣市のパインの生産量は生果 1361ｔ、加工 118ｔの合計 1485ｔ、生産
額はおよそ 3 億円である。 1960 年代の最盛期に比べ生産量や耕作面積、農家数は激減し
た。生産状況をみると、生食用の割合は 92％、加工用 8％である。県内に占める八重山の











 石垣島を中心に興ったパイン産業の歴史を大きく 3 期に分けて整理すると、第 1 期は、
台湾入植者が石垣島の中央部に位置する名蔵・嵩田地区でパイン栽培を開始した 1930 年





 1930 年代、日本の統治下にあった台湾には 75 社のパイナップル会社があった。しかし、
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れる急成長を経験した。八重山全体の収穫面積でいえば、 1955 年には 38ha に過ぎなか
ったが、1967 年には 1,693ha に達した。八重山の移出総金額のおよそ 3 分の 2 をパイン
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